
プランについて 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■このプランは、事業計画書の以下の項目に対応しています　

■プラン名：

【cluster for Education】探究・情報Ⅰ・Ⅱ「３Ｄデザイン」ラボ

２．デジタル環境の整備と教育内容の充実

■企業名：クラスター株式会社

１．情報Ⅱ等の教科・科目の開設等

４．情報・理数系学科コースの充実

６．特別支援学校の学びの充実

５．文理横断的な新しい普通科の設置

３．理数系科目の充実



【cluster for Education】探究・情報Ⅰ・Ⅱ「３Ｄデザイン」ラボ  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■キャッチコピー

■対象

●概要

■期待される効果

生徒一人ひとりに「バーチャル３ D研究室（ラボ）」を付与し、情報科から探究学
習までをシームレスに繋ぐ All-in-oneパッケージ。
直感的な「メタバース制作（創造）」、論理的思考を養う「 3Dプログラミング（論
理）」、地 域 課 題を解 決する「探 究パッケージ（社 会 実 装）」を一つのプラット
フォームに統合。
LMS（学習管理システム）と教員研修もセットで提供します。

情報Ⅰ・全項目  /  情報Ⅱ・全項目  /  総合的な探究  /  部活動  /  その他

学びのあらゆるシーンでご活用いただけます

「創る・動かす・社会と繋がる」

生徒に専用の３D探究フィールドを提供する

学びの完結型メタバースプラットフォーム

情報Ⅰ（全項目）：プログラミングとモデル制作の基礎習得など

情報Ⅱ（全項目）：高度なシステム構築とデータ活用など

総合的な探究：社会課題解決プロジェクトの実践など

「創造性」と「技術」の融合：直感的な制作とプログラミングで実装力を育成

個別最適な学び：３DCGのラボ提供、ダッシュボードによる進捗可視化と能
力に応じた指導の実現（プログラミング教材）

社会課題への実践：探究パッケージをベースにした応用的な学びや
IoT連携も可能なプラットフォーム基盤機能を提供

メタバースの教育活用については、
オウンドメディアで多数ご紹介しています（ こちらをクリック ）

https://metaversebiznews.cluster.mu/tag/education
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ポイント１ 

情報・探究に必要な「全て」が揃う

仮想と現実をつなぐ

デジタルツイン・ラボ

メタバース制作ツール、 3Dプログラミング教材、
探究用テンプレート・評価ルーブリックを完全
パッケージ化。
Organization契約により生徒に IDを付与しま
す。

現実と仮想をつなぐプラットフォーム

家庭学習や部活動でも利用可能

ポイント２ 

LMS・ダッシュボード

標準装備

プログラミング教材では、生徒の学習進捗やプロ
グラム実行状況がひと目でわかるダッシュボード
を提供。
標準で教員研修が含まれ、導入初年度も安心し
て開始できます。

評価・指導の負担を大幅軽減

安心の研修付き

ポイント３ 

「文理横断」を実現する

拡張性の高い設計

文系生徒も取り組みやすい直感的な空間デザイ
ンや論理的プログラミングから、理系生徒向けの
IoT連携へステップアップも可能。
高度なツール学習へも接続できます。

Unity学習やIoT接続まで可能

初学者でも安心の設計

【cluster for Education】探究・情報Ⅰ・Ⅱ「３Ｄデザイン」ラボ  

QRコードを読み取るか
クリックしてください▶

メタバース制作ツールを使った授業の様子 例　Unityを活用した街づくり

https://docs.google.com/file/d/1KPW7Rqpz62A44c7AQdchC5n9_mTqZ6Ov/preview
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Unityとは、「ゲームエンジン」と呼ばれるゲームをつくるためのソフト
ウェアです。Unityは3DCGをリアルタイムで描画できるツールであ
り、ゲーム制作やアニメーション制作だけではなく、自動車や建築な
ど、産業分野でも幅広く使われています。
cluster自体もUnityでつくられています

Blender

3Dモデルをつくる

Unity

つくった3Dモデルを組み
合わせて、演出やギミッ

クなどをつける

cluster

ワールドとしてアップロー
ドし、誰でも入れるように

する

Blenderとは、3DCGモデリングや映像・アニメーション制作など様々
な機能がある
「オープンソース」の3DCGソフトウェアです

補足資料  【cluster for Education】探究・情報Ⅰ・Ⅱ「３Ｄデザイン」ラボ  

公式ページはロゴをクリック
してください

公式ページはロゴをクリック
してください

https://unity.com/ja
https://www.blender.org/


●参考価格
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（例）【条件】４０名×１クラスの場合

項目 内訳 小計（税込）

システム導入費 ・cluster導入費 ０円

Organizationパック利用費
・cluster Organization機能
・地域課題探究パッケージ
・プログラミング思考教材

情報Ⅰ・Ⅱから探究までAll in Oneのプラットフォーム利用サービス

教師/生徒用：41アカウント  × 4,400円（年間）

▼含まれる機能・サービス
１　cluster Organization機能
　※組織内の管理者権限機能です
２　教員研修（60～90分）
３　cluster操作説明のレクチャー教材・動画
４　メタバース基礎講義教材・動画
５　地域課題探究の指導案、ワークシート、評価表一式
　（授業設計＆評価ルーブリック完全セット）
６　プログラミング思考教材
　（教材利用ライセンス、学習教本、ダッシュボード/LMS利用セット）

180,400円

合計180,400円

【留意事項】

・参考価格につき、詳しくはお問合せください。条件に合わせ、お見積りいたします。
・各機能、サービスを単体でご利用いただくことも可能です。まずはお問い合わせください。
・clusterはアプリケーションをダウンロードして操作するソフトウェアです。ブラウザ版環境をご希望の場合は、別途環境構築費が発生いたします。
※メタバース制作の基礎講義（World Craftパック）、より高度なクリエイティブ講義（Unity/Blenderパック）を別途お付けすることも可能です。（価格はお問い合わせください。）
　IoT連携やデータサイエンスの講義は機材状況に依存しますので、ご相談ください。

【cluster for Education】探究・情報Ⅰ・Ⅱ「３Ｄデザイン」ラボ  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cluster を利用する組織・団体が安心して利用できるようにするため

の枠組み・機能群です。管理者権限など付与いたします。

一般利用 Organization 利用

接触しない

cluster Organization機能とは？

補足資料  

ユーザー・コンテンツ管理

【cluster for Education】探究・情報Ⅰ・Ⅱ「３Ｄデザイン」ラボ  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年間250社以上の企業、国・地方自治体の課題解決を手がけるクラスター社では、メタバースによる課題解決の支援を
行っています。
関連人口の創出などで地域課題解決を多数支援しているノウハウを凝縮し、生徒たちが地域の課題解決を進める一手と
してご活用いただけるパッケージをご用意いたします。（学校間交流、海外との交流などでもご利用可能です。）

●メタバース空間での不登校支援 ●学生と地方自治体が連携したメタバース上でのハッカソン

●高校生へのメタバースによる社会課題解決に関する講座 ●バーチャル空間内のデータ解析

補足資料  【cluster for Education】探究・情報Ⅰ・Ⅱ「３Ｄデザイン」ラボ  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補足資料  

地域課題探究：
生徒、先生方と地域課題解決に向けたメタバースソリューションの開発を行い、生徒が行政に提案するシーンにもつ
ながっています。
指導案～評価までパッケージしたものをベースに、地域に寄り添った課題解決の立案にご活用ください。

【cluster for Education】探究・情報Ⅰ・Ⅱ「３Ｄデザイン」ラボ  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豊富な講習実績： 2025年度は1,000時間以上の講習を実施しています。

補足資料  

●メタバースに関する講義スライドの例

【cluster for Education】探究・情報Ⅰ・Ⅱ「３Ｄデザイン」ラボ  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●教材例 ●ダッシュボードイメージ

誰もが「創る側」へ。挫折しないプログラミング探究。

補足資料  【cluster for Education】探究・情報Ⅰ・Ⅱ「３Ｄデザイン」ラボ  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ツールがなくてもつくれる「ワールドクラフト（World Craft）」と

自由度が高い「Cluster Creator Kit（Unity用のクラスター社SDK）」
※SDK＝Software Development Kit  /  ソフトウェア開発キット

clusterでは専門知識や特別なツールが必要なくワールドをつくれる「ワールドクラフト」、

より自由に制作することができる「 Cluster Creator Kit」のふたつの制作方法が用意されています。

これらを使用することで、メタバースでの創作をかんたんにはじめることができます。

メタバース制作に関するご相談も承っておりますので、まずはお問い合わせください。

補足資料  【cluster for Education】探究・情報Ⅰ・Ⅱ「３Ｄデザイン」ラボ  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Appendix
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クラスター株式会社とメタバースプラットフォーム「cluster」について  

cluster会社概要

社名  クラスター株式会社  

英文名  Cluster Inc. 

所在地  東京都品川区西五反田 8-9-5  
FORECAST五反田 WEST 2F 

代表者 加藤 直人 

創業 2015年7月 
事業内容 メタバースプラットフォーム  

「cluster」の開発・運営  
資本金 1億円 
調達額 67.3億円(累計) 情報セキュリティに関する認証

ISO 27001 / IS809024
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クラスター株式会社とメタバースプラットフォーム「cluster」について  

clusterプラットフォーム概要

No.1 SHARE  

日本最大級のメタバースプラットフォーム

累計動員数3,000万人超。多くの企業・自治体・教育機関に選ばれて
いる信頼の実績があります。

マルチデバイス対応

PC（Win/Mac）、スマートフォン（ iOS/Android）、Meta Quest 等の
VR機器から、いつでもどこでもアクセス可能。

最大10万人同時接続のスケーラビリティ

大規模な学校イベントやオープンキャンパスも安定稼働。
独自のサーバー技術で、快適な体験を提供します。

「つくる」機能の充実
好きなバーチャルワールドを作って、集まり、遊べるプラットフォーム。専
門知識がなくても、スマホひとつでワールド作成が可能。生徒自身の創
造性を引き出す環境が整っています。

作る

遊ぶ集まる Event Play

Craft
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クラスター株式会社とメタバースプラットフォーム「cluster」について  

ご利用教育機関数

800 校以上

小学校・中学校・高校・大学・専門学校
など、全国の幅広い教育機関や教育委
員会等で活用が進んでいます。

最大同時参加人数

100,000 人

大規模イベントにも耐えうる堅牢なイ
ンフラにより、全校集会や文化祭など
の行事、合同イベントも安心して開催
可能です。

年間利用企業数

250 社以上

多くの大企業がマーケティングや社内
イベントで採用するなど高い信頼性と
安定性。
国・地方自治体や病院でも活用。

導入実績と信頼
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クラスター株式会社とメタバースプラットフォーム「cluster」について  

導入実績と信頼

自治体 ゲーム メーカー IP

自動車教育

Sports

Retail

不動産 通信・放送 銀行・保険 製造
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クラスター株式会社とメタバースプラットフォーム「cluster」について  

clusterを使用した探究学習の研究成果が認められ、
学校推薦型選抜で筑波大学の合格者を輩出。

ICT教育向けプログラム「Educator Guide」
を全国の教育機関に配布。800以上の機関で利用。

800以上の教育機関でのご利用実績  

導入実績と信頼
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空間内行動をヒートマップ化、回遊履歴表示も

バーチャル空間内の生徒の目線データや移動履歴を計測、可視化

目線や滞在時間をヒートマップ化 回遊履歴を可視化

クラスター株式会社とメタバースプラットフォーム「cluster」について  

データ分析
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コンテスト開催

クラスター株式会社とメタバースプラットフォーム「cluster」について  

ワールドクラフトコンテストを開催し、生徒の創造力発信の場を提供



ご興味がありましたら、以下からお問合せください。

企業名：クラスター株式会社

担当：入江

電話：050-5236-4176（受付時間　平日10～19時）

メール：education@cluster.mu
ホームページ（企業概要）：https://corp.cluster.mu/
ホームページ（教育機関様向け）：https://www.educator.cluster.mu/

お問合せ先
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https://corp.cluster.mu/
https://www.educator.cluster.mu/

